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子どもを視点においた 
   学校づくりをめざして 

  〜「子どもアンケート」の実施に向けて〜 

 

置戸町立置戸中学校  畑 建一 

 

１．はじめに 

網走支部は、事務職員配置校として１２１
校の小・中学校と義務教育学校が存在し、９
０名余りの会員が日常の実践活動を行ってい
ます。 

 また、網走支部は５つのブロック（網走・
美幌・北見・遠軽・紋別）に分かれて活動を
行っており、その研究の集大成として、毎年
１１月に管内事務研を実施しています。 

現在美幌ブロックは、１１名の協議会会員
で活動しています。管内５ブロックの中では
最小の会員構成ではありますが、年齢構成や
男女比など比較的バランスのとれた構成にな
っており、世代を超えてベテランと若手の事
務職員で親睦と研修を進めてきました。 

今回の報告では、子どもを視点においた学
校づくりをめざした取り組みの一つとして、
「子どもアンケート」をレポートの基底に据
えながら、「子どもの声」をいかにくみ取り進
めていくことができるかを共有し、稚拙なが
らもどのように進めてきたかについて、現状
を報告します。 

 
２．オホーツク管内の「子どもアンケート」

の取り組み状況 

 オホーツク管内における「子どもアンケー
ト」の取り組み状況を見ると、過去に北見ブ
ロックが学校間連携会議の取り組みの一環と
して、北見市内におけるほぼ全ての学校で実
施していました。それは、各学校段階におけ
る課題把握として行ったものでした。 
  北見ブロック以外の状況ですが、紋別、網
走、遠軽の各ブロックにおいては、ここ１０
年余りブロック組織全体として、これらの取
り組みを行ったという報告例はなく、地域的
に点在化している状況です。 
 

３．美幌ブロックにおける研究課題設定に至

る経過 

（１）２０１５年度 

管内事務研の現地実行委員会活動を終え、
同年 11 月に研究活動を再開させました。 

そこで、２０１６年度以降の管内研（その
先の全道事務研）を見据え、研究の方向性に
ついて、当時の美幌ブロックの会員を対象と
したアンケート調査を同年１２月に実施し、
ブロックとしての研究の方向性を模索しまし
た。 

 ブロックの研究対象項目を絞り込むものと
して、次の項目から選んで貰うという形で進
めました。 

  項目としては、ア．財政・財務活動を中心 
とした研究、イ．各町での日常実践（事務改 
善）の取り組み、ウ．各町での学校間連携の 
取り組み、エ．その他の中から選ぶというも 
のでしたが、アンケート結果が分散してしま 
い、最終的にブロック全体の研究の方向性を 
定めるまでには至りませんでした。（ 資 料 Ⅰ ,Ⅱ ） 

当時のブロックは、苦肉の策として研究の
テーマを非常に大きなくくりで設定し直し、
「学校づくりと事務」と設定しました。そし
て、各町での具体的な取り組みとして「子ど
もに視点をあてた」内容について、２０１６
年度と２０１７年度の２年間、研究の構成単
位を町ごととし、できるだけ町内の協議会未
加入者も参加してもらう中で、研究課題につ
いて話し合いを行い、取り組んできました。
（ただし、２０１５年度当時、一つの町は会
員がおらず、体制が確立していませんでした。） 
（２）２０１６年度  

 それぞれの町が研究単位として（２０１６
年度は、B 町においても会員が転入してきま
した。）「学校づくりと事務」の設定課題に基
づき、研究体制を構築すべくスタートしまし
た。 
 全体の印象としては、美幌ブロックの研究
の統一性と各町の研究実践の整合性が充分に
図れておらず、美幌ブロックとしての研究の
方向性については出口が見えず手探りの中、
町単位で取り組みの進捗状況を相互に交流し
ながら進めてきました。 
 しかし、「学校づくりと事務」の課題に向け
た具体的な取り組みやアプローチなどは、ま
だ町で試行錯誤の状況にあったといえます。 
 年度末のブロック研修会では、１年間の各
町の取り組み状況の反省と次年度以降の研究
課題設定の在り方について、改めて協議をし
ました。 
 その中で、当時の会員から今後の研究に関
する全体構想が盛り込まれた内容が提起され
ました。 
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 提起された内容の抜粋  

         
 

予 算 計 画 ・ 執 行 ・ 決 算 、 次 年 度 予 算 要 望 、
教材・備品などの整備、施設や校舎内外の環
境づくりなど、事務職員が担当する業務のほ
と ん ど が 子 ど も の 学 び や 学 校 生 活 と 深 く 関
っている。しかし、それらの仕事に関わると
き、「子どもにとってどうあるべきか」を主に
するかどうかで、手法や目標が変わってくる。
「 予 算 要 望  ➜ 保 護 者 負 担 額 一 覧 を 添 付 す
る」など）とりわけ昨今の「市町村の財政難」
や「子どもの貧困」問題は、学校事務が担う
領 域 と も 密 接 に 関 連 す る こ と は 疑 う 余 地 は
ない。これらの課題に「学校事務」あるいは
「事務職員」としてどう向き合うかが問われ
ている。私たちの仕事が常に現場発想に基づ
くとしたら「子どもが楽しく学び生活で 
きる学校」「お金の負担が少なく子ども・保護
者 に と っ て 心 配 の な い 学 校 」「 子 ど も が 自 分
の学校っていいなと思える学校」を考えるこ
とが求められている。ゆえに「主人公である
子どもの声を生かす学校」「保護者負担軽減・
解消を進める学校づくり」を学校事務から進
めたい。 

 
 

上記の内容を協議・確認することで、ブロ
ック全体の共通理解を得た中で、計画的に進
むきっかけができました。 

具体的には、２０１７年度の研究・実践を
題材にいかにして「子どもを視点にした学校
づくり」の観点を持たせることができるかで
あり、より具体的なものとしては、各町にお

いて共通の取り組みを行う場合として想定し
た上記の３項目（共通の取り組みを行う場合の
想定）のうち、どれか１項目を満たすことが
できれば良いことにしました。その後、ブロ
ック全体で検討した結果、今後の方向性とし
て「子どもアンケートの取り組み」を中心に
進めることにしました。 
（３ ）２ ０ １７ 年度 

A 町は一部メンバーの交代があったものの
「子どもアンケート」の取り組みを継続し、
B 町においても、学校間連携を基盤としなが
ら「子どもアンケート」の取り組みを行って
きました。 
 次に、D 町においてもこれまで副次的に取
り扱ってきた「子どもアンケート（このライ
ンに沿った取り組みも含めて）」に焦点をあて
ながら、これを顕在化するような取り組みが
見えてきました。E 町では、町内共通の「事
務だより」の取り組みから転換し、「子どもア
ンケート」を視野に入れた具体的な取り組み
をスタートさせました。 

２０１７年度、ブロック全体で意思統一を
図り、「子どもアンケート」に絞って研究を推
進することになりました。 

 

４．具体的な取り組み 

 ここでは、「子どもアンケート」の取り組み
を町単位で組織的に行った実践例と学校単独
で行った実践を中心に紹介します。 
 
（１ ）町 単 位で の取 り 組み 

①B 町の場合 

   B 町では２０１６年度の人事異動を機に、
美幌ブロックの「子どもアンケート」につい
て、取り組みが可能かどうかを検討しました。 

２０１５年度時点で B 町の場合、美幌ブロ
ックの構成メンバーがおらず、２０１６年度
時点でようやく体制が確立しました。しかし、
新採用者、他ブロックからの転入者、そして
協議会非加入者を含め３名という構成人員の
ため、「子どもアンケート」の取り組みまでは
難しいと判断し、「子どもに視点を向けた予算
要望」を意識して話合いを進めました。 

 ２０１７年度になり、美幌ブロックの研究
課題に沿った具体的な計画について話し合い
ました。また、学校予算に子どもたちの声を
反映させた場合、予算要望で通らなかったこ
とも通るのでないかという考えもありました。
さらに、子どもの声を予算要望につなげてい

共 通 の 取 り 組 み を 行 う 場 合 の 想 定  

１ 、 子 ど も ア ン ケ ー ト （ 子 ど も の 声 を 聞 く ）  

２ 、 予 算 要 望 （ 子 ど も の 目 線 で つ く る ）  

３ 、 保 護 者 負 担 軽 減 （ 子 ど も の 教 育 権 保 障 ）  

次 年 度 に む け て 、ブ ロ ッ ク の テ ー マ「 子 ど も を 視 点 に
お い た 学 校 づ く り 」の 取 り 組 み に せ ま る 研 究・実 践 な
ど の 点 で は 認 識 を 共 有 で き る ⇒ ど の よ う に 考 え る べ
き か ⇒■子どもを視点におく →子どもの何に視点を

おく→子どもの声や願い、子どもの学校生活（学び、

遊び、育ち）の実態、子どもを育てる保護者・家庭の

実情、子どもの教育を保障する自治体予算（教育予算）

の実情などに視点をおくこと。 
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き、それを実現していきたいという思いも町
内事務職員で共有することができました。 

その結果、具体的な内容を立案し、取り組
みをスタートしました。アンケートの内容に
ついても、美幌ブロック内で先鞭をつけた A
町を参考とし、他町の学校の用紙をもとに作
成しました。 
  
② D 町の場合 
 
 一部の学校で子どもアンケートについて取
り組んできた D 町ですが、その中で F 校では 
職員へ事前に打診した結果、ア.とんでもない
意見が出たらどうするのか、イ.アンケートで
要望として選ばれたか選ばれていないかで子
どもに不満が出る、ウ.修繕のくくりでも範囲
が広すぎる、エ.子どもには比較対象がないの
で、直して欲しいものなどそもそも想像がつ
かない、オ.「子どもアンケート」では行政は
動かないのではないか、カ.「子どもアンケー
ト」がパフォーマンスにしか見えないなどの
問題点と、キ.出た意見や要望に関しては誰が
基準を決めるのか、ク.子どもの意見も大事だ
が、今まで実現しなかったものの実現が優先
ではないか、ケ.アンケート内容を「はい・い
いえ」の２択にして可視化する、コ.子どもア
ンケートを行うことには肯定的であるなどの
意見が寄せられました。 

これらの問題点・意見があったことから、
職員会議に提案することの困難性を痛感し、
「子どもアンケート」の実施を見合わせる結
果となりました。 

F 校は、問題点・意見を生かしながら、今
後に向けた準備を進めています。 

G 校は、2017 年度に引き続き「子どもアン
ケート」を実施し、予算要望に生かせる資料
として活用しています。提案に対しては、職
員に理解があり、スムーズに進めることがで
きています。回収したアンケート結果にコメ
ントをつけて職員に配布するとともに、予算
要望書の添付書類として提出しています。実
現するには難しい内容もありますが、子ども
が「危ない箇所はどこか？」「楽しい学校にす
るには何か必要か？」について、自ら考える
きっかけとなっているのは意義があることだ
と思います。そのアンケートをもとに「ボー
ルを補充してほしい」「空気入れがたりない」
と列挙された内容を教員と相談し、その年度
のうちに購入しています。さらに、職員会議

を通じて、子どもからの「声」が実現した内
容を報告し、子どもたちに伝えてもらってい
ます。 

2018 年度は、子ども向けとして、アンケー
ト結果と一緒にコメントをつけて、校内に掲
示もしています。教職員の協力意識が実施に
向けて後押しされていることを実感していま
す。 

残念ながら２校同じ取り組みに至っていま
せんが、２年間の取り組みの蓄積や教職員相
互の協力体制も醸成され、子どもたちの考え
や傾向なども踏まえながら、学校間での連携
や協力をもとに、状況確認しながら、足並み
をそろえた取り組みができるようにしたいと
考えています。 
 
③ A 町の場合 

過去、町内の各地域に配置されていた学校
も少子化等の影響により、現在では小学校１
校、中学校１校の２校になっています。 

  ２０１５年度、町内の事務職員が異動によ
り全員入れ替わりました。２０１５年度段階
で、L 校の事務職員には「子どもアンケート」
についての構想があり、H 校の影響で B 町で
は「子どもアンケート」について取り組んで
いこうという機運が醸成されつつありました。 
 既に L 校では２０１５年度の年度末反省会
議において、「子どもの気づきや声を生かす学
校予算」という観点で取り組みを進めたいと
話題を投げかけ、「子どもアンケート」に向け
た布石を打っていました。 

２０１６年度の新年度計画会議において、
事務部運営計画の学校財政財務の項目に「子
どもが学び、楽しく過ごせる学校づくりを進
めるため、アンケートなどで児童の直接的な
声や願いを集約し、教育環境や教育活動の充
実に生かす」と明記し、提案されています。
具体的な形で提起されたのは、２０１６年３
月の町小・中事務職員協議会（連携組織）の
席です。 その後、何回かの協議を経て、形に
なったのが、「研究実践計画書」として結実し
ました。 その計画書の骨子ですが、次の２つ
の視点に要約されます。 
 

ひとつは「子どもの声や願いを大事にする
学校づくり」という視点で「子どもアンケー
ト」を実施して、アンケート結果を要望事項
として検討し、これを予算要望書づくりに反
映させていくというものです。 もうひとつは、
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「子ども自らの学校づくり」という視点で、
児童会の予算の確保と児童会ヒアリングを通
じて、要望事項に子どもの意見を反映させる
というものです。 

これら計画書に盛り込まれた「子どもの率
直な声を予算要望に生かしていきたい」とい
う基本理念を大事にしながら、今後の取り組
みを進めていくことになりました。 

 その後、同年７月下旬の職員会議で「子ど
もアンケート」の案や具体的な実施方法、実
施後の活用や手だてについて提起し、２０１
６年８月から９月にかけて学校として実施さ
れました。 

上記の実践計画書の中で触れられているこ
とは、子どもの率直な声を予算執行や予算要
望に生かしていきたいということが記述され
るなど、この計画書が今後の取り組みを進め
るための指針となりました。 
 アンケートの作成と実施で留意したのは次
の点です。①アンケートは記述式ばかりでな
く選択式の設問も取り入れる、②実施期間は
学年の都合も考慮し、一定の幅を持たせる、
③アンケートを児童生徒に配付する際は、そ
の目的や活用からも補足説明をする。以上の
ことを踏まえて実施し、最終的な回収は９月
下旬として、A 町における「子どもアンケー
ト」の取り組みはスタートしました。 

 

④ B 町 の 場合   

 各 学校 で の予 算要 望 確定 にあ た り 、校 内か
ら要 望が あ まり 出て こ ず 、学 校か らの 要望 の
必 要 性 や 優 先 順 位 な ど を 町 教 委 か ら 問 わ れ
るこ とも 多 くあ りま し た。また、町財 政担 当
課 が 納 得 で き る 予 算 要 望 書 を 町 教 委 か ら 求
めら れま し た。 

そ こ で 子 ど も の 声 を 予 算 要 望 の 資 料 と し
て 活 用 で き る の で な い か と い う こ と か ら 、
「子 ども ア ンケ ート 」の実 施に 向 けて 動き 出
しま した 。 

２ ０ １ ７ 年 度 に 近 隣 町 か ら 参 考 資 料 を 提
供し ても ら い 、Ａ 町の 状況 と合 致 する 部分 を
取り 入れ る など 検討・協議 をし て 、ア ンケ ー
トを 実施 し まし た 。各 学校 での 対 応と 反応 は 、
① 職 員 の 理 解 と 協 力 に よ り ス ム ー ズ に 進 ん
だこ と 、② 職員 から は「 面白 いこ とを する ね 。
期 待 し て い る 」 と の 話 が 聞 け た こ と 、 ま た 、
「こ れか ら の学 校は 教 員中 心で は なく 、他職
種 と の 協 働 に よ る 仕 事 の 在 り 方 が 大 切 に な
る」と協 力 的な 姿勢 が 多か った こ と、③回 収

につ いて も 職員 の協 力 もあ り 、ス ムー ズに い
った こと な ども あり ま した 。 

実 施 し た ア ン ケ ー ト 結 果 を ど の よ う に 子
ども に返 す か 、地 教委 への 予算 要 望の 資料 と
して 、ど の よう に添 付・活 用す る かを 検討 し
てい きま し た。 

Ｂ町 は 、町 教研 を通 し「 子ど もア ンケ ート 」
の取 り組 み を行 って き たこ とも あ り 、毎 年３
校、 足並 み をそ ろえ て 実施 をし て いま す。 

１０ 月以 降 、３校 で 予 算要 望事 項 につ いて
確 認 し 、「 子 ど も ア ン ケ ー ト 」 を 予 算 要 望 の
資 料 と し て 提 出 し て い く 計 画 を し て い ま す 。
残念 なが ら 、今年 度は それ に見 合 う備 品が な
かっ たた め 、３校 共通 の要 望事 項 はあ りま せ
んで した 。 

昨 年 度 末 、「 子 ど も ア ン ケ ー ト 」 で ３ 校 の
児童・教 員 から 要望 が あっ た「iPad」に町 が
注目 し 、町 内の 状況 を 確認 した 後 に３ 校に １
台ず つ購 入 され 、「iPad 環境 」に つい ても 検
討さ れる よ うに なり ま した 。 

そ の 後 、「 子 ど も ア ン ケ ー ト 」 の 内 容 が 、
「パ ソコ ン 更新 推進 事 業 」等 の町 の予 算編 成
の 資 料 と な っ た た め 、「 子 ど も ア ン ケ ー ト 」
の 声 が 町 の 財 政 計 画 へ 繋 が っ た こ と に 気 づ
かさ れま し た。 

今 後 も こ の 作 業 を ３ 校 で 行 い 、「 子 ど も ・
教員 の要 望 」を確 認し 要望 して い く体 制を 継
続し てい き ます 。（資 料Ⅲ ） 

 

２、学校単位の取り組み 
 

（１ ）Ｄ 校 の場 合 

 「子どもアンケート」の実施をブロック研
修会で知り、「自校でも実施できないか」と考
え、管理職に打診しました。管理職は、「児童
を相手に要望を取ること自体おかしいのでは
ないか。」「学年を持っている先生方の負担が
かかる。」「話は保留にしておくが、現段階で
学校の許可は出せない。」を理由として難色を
示したため、アンケートの実施を断念しまし
た。 

今後の方向性としては、「子どもアンケート」
の実践による効果をわかりやすく説明し、取
り組み方法の改善や工夫できることを検討し、
次年度の実施に向けた準備を進める予定です。 

 
（２）F 校の場合 

「子どもアンケート」は大切だと思い計画
を進めようとしていました。４〜６年生を対
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象とし、学級担任への打診、職会での提案な
ど準備を進めていました。 

しかし、管理職・担任への打診の段階で『「子
どもアンケート」より、やらなければならな
い仕事ができるようになってからにしてくれ』
と批判を受けました。結果として、職員に対
して「子どもアンケート」の話題に触れるこ
と自体に恐怖感を持ってしまい、提案するこ
とを仕方なく断念しました。 

 
（３）Ｉ校の場合 

春 季 の 業 者 に よ る 学 校 敷 地 内 の 遊 具 点 検
（教育委員会委託）において、部分修理が不
可能であり、修理や更新又は撤去の処理が近
づいていることがわかりました。学校として、
子どもの外遊びの環境・機会を減らすのでは
なく、維持又は更新が必要という判断をしま
した。 

修理に多額の費用がかかるのであれば、修
理ではなく、子どもたちが魅力的に感じる遊
具を新たに選定するのが相応しいのではない
か、また、児童の考えを少しでも反映させる
取り組みも出来るのではないかと思い、「子ど
もアンケート」の形態ではなかったですが、
児童の声を集約した結果を教育予算要望書に
盛り込みました。 
 

五、今後に向けて 
「子どもアンケート」実施に向けての取り

組みを、美幌ブロックの各町単位で進めてき
た実践に焦点をあてながらレポートにしまし
た。 

実際、「子どもアンケート」実施状況は、町
単位で組織的に行ったところや学校単独で実
施・計画したところなども含め、美幌ブロッ
ク全１１校のうち、過半数程度しか行えませ
んでした。 

この数年間、美幌ブロックの研修テーマの
課題設定から、具体的実践を通しての成果や
課題を整理すると次の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
この間の取り組みを通じて、「子どもを視点

においた学校づくり」をめざす方向性を持続
していく事で、子どもの声から具体的な改善
が図られたことは確かであり、子どもの「声」
を大切にすることを改めて実感したところで
す。 

学校の施設設備などに関して、子どもたち 
の目線から望んでいることを知ることによっ
て、教育予算要望書に子どもたちの声を反映
できることにもなります。それが結果として、
教育環境の実態改善へと結びつけることがで
きれば良いと思います。 

今後、「子どもアンケート」の意義と位置づ
けを明確にして、学校事務活動の一環として
取り組んで行ければと思います。 

成果 
① 教 育 予 算 要 望 活 動 の 一 環 と し て の 活 動 だ け で は な
く 、 子 ど も の 視 点 か ら 「 学 校 づ く り 」 へ と 結 び 付 け  
て い く こ と の 重 要 性 を 認 識 で き た こ と 、 ② 町 単 位 の
組 織 的 な 実 践 に 向 け て 、協 議・検 討 で き た こ と 、③ 職
員 の 理 解 と 協 力 に よ り ス ム ー ズ に 進 ん だ こ と 、 ④ 子
ど も た ち の 自 主 的 な 声 を 予 算 要 望 に 反 映 さ せ る の に
有 効 な 手 段 で あ る こ と を 確 認 で き た こ と 、 ⑤ 意 欲 的
に 職 場 内 で「 子 ど も ア ン ケ ー ト 」実 施 に 向 け て 挑 戦 し
た 学 校 事 務 職 員 が 出 て き た こ と 、⑥「 子 ど も ア ン ケ ―
ト 」実 施 に 向 け 、意 欲 的 に と り く む 動 き が み ら れ た こ
と 、 ⑦ 「 学 校 評 価 」 の 一 環 と し て 、「 子 ど も の 視 点 」
を 汲 み と る 手 段 と し て 活 用 す る こ と な ど を 挙 げ る こ
と が で き ま す 。（ 資 料 Ⅵ ）  
 

課題 
し か し 、一 方 で は 、① 町 単 位 及 び ブ ロ ッ ク で 統 一

し た 課 題 を 組 織 的 に 実 践 す る こ と が 難 し い こ と 、②  
職 場 内 で ア ン ケ ー ト 実 施 に 向 け た コ ン セ ン サ ス を
確 立 す る こ と の 難 し さ 、③ ア ン ケ ー ト の 作 成 ・ 集 計
作 業 は 事 務 が お こ な う に し て も 、 回 答 用 紙 の 配 布 ・
集 計 等 、先 生 方 の 仕 事 が 増 え る こ と 、④ 対 象 学 年 の
選 定 や 高 い 有 効 回 答 率 の も と で ア ン ケ ー ト 集 計 が
で き る か と い う こ と 、⑤ 学 校 単 位 で の「 子 ど も ア ン
ケ ー ト 」実 施 計 画 に 対 し て 、有 効 な 支 援 体 制 を と る
こ と が で き な か っ た こ と 、 ⑥ 「 子 ど も ア ン ケ ー ト 」
実 施 の 取 り 組 み を 属 人 的 対 応 か ら 組 織 的 且 つ 継 続
的 な 体 制 を い か に つ く る こ と が で き る か な ど が 指
摘 さ れ ま す 。  


